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　ฏ੒からྩ࿨へʕ，20øĀ೥ øø݄ 2ø日ʙ22日
にਆށにて開࠵された J%%820øĀ　第 23回日本
肝臓学会大会は新しい肝臓病学のᴈ໌をࠂげる
೦すべき学会であった．会௕の松﨑༃࢘先生ه

ʢ౦ژ医科大学ҵ৓医療ηンλー消化器内科ʣは
学会のテーマを「ポスト )$V࣌代の肝臓病学
の展開ʙݪ点をߟえΑう肝臓病学ʙ」とされた．
ウイルス学をத৺に発展してきた肝臓病学が，
)$V੍ѹという大きな໨標に到達し，新たな
ϑΣーζにೖったことをݟਾえられての؟ܛで
ある．肝臓病学のݪ点と΋ݴえる，代ँ学，生
化学，ࡉ๔生物学なͲ֤ํ໘からの研究Ξϓ
ϩーνが今後ॏཁな研究՝題になるとࢦఠさ
れ，胆汁うっ滞，自己免疫性肝疾患，脂肪性肝
疾患，肝発がんػংなͲ，ݹくからのテーマを
新しいࢹ点から研究する次世代の肝臓病学が࢝
まるとされた．
　会৔のਆށίンϕンシϣンηンλーにはいつ
΋とはҟなる特別な৺ڥを๊いて޲かった．会
௕として本学会を主࠵するべくฃಆをされてき
た松﨑先生が，20øÿ೥ ø2݄ Ā日ٸ੦されたか
らである．ࢲがଟ大な͝ࢦ導をいたͩいていた
先生であり，͝੦ڈલ日の肝臓学会౦෦会で΋
主題の࢘会をされておられるؾݩなお࢟をഈݟ
していたので，դかにはᨁใを৴じることがで
きなかった．会௕代行は松﨑先生の௕೥の਌༑
であり，胆汁酸研究のಉࢤであられたୌ઒　一
先生が຿められた．

　ୌ઒先生にΑる௥ౣ講演「胆汁酸研究とڞに
歩んͩ松﨑༃࢘先生」では，胆汁酸研究が生化
学から病態ղ໌，෼ࢠ生物学，そして௎内ەࡉ
૓との関わりまで，࣌代の最先୺のٕज़と֓೦
をऔりࠐんで自らの発展をՄೳとした͹かり
か，最先୺のύϥμイムの๖ժをҭみ，次世代
への進化をᔻཆする「最先୺研究ࣨ」の໾ׂを
Ռたしてきたこと，そして松﨑先生が本෼໺を
ϥイϑϫーΫとして研究を先導され大きな଍੻
を࢒されたことをվめてೝࣝした．ྦをתえな
がらのௌ講であった．
　大会は，松﨑先生の܆ಃを受けてこられた஑
্ਖ਼教授が学会४උҕһ௕として，先生のҨࢤ
を۩現化すべくຉ૸されたߕ൹あって，Ͳの
ηοシϣン΋੝会で実にҹ৅的であった．
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　本学会のテーマを俯瞰すべく，松﨑先生が企
画された特別講演，招待講演の一覧を掲げる．

●特別講演
ペプチド創薬プロセスの革命とイノベーション
　　菅　裕明（東京大大学院・理学系研究科）
iPS細胞を用いたヒト肝臓の再構成
　　谷口英樹（�東京大医科学研究所・幹細胞治療研究

センター）

ウイルス肝炎研究の進歩と今後の課題
　　茶山一彰（広島大大学院・消化器・代謝内科学）
薬物性肝障害の現状と今後
　　滝川　一（帝京大・医療技術学部）
肝臓病理の歴史と未来
　　坂元亨宇（慶應義塾大・病理学）

●招待講演
Modulation�of�metabolic�diseases�through�
control�of� intestinal�ceramide�synthe-
sis：The�emergence�of�new�drug�tar-
gets�in�the�gut
　　�Frank�J.�Gonzalez� �
（National�Cancer�Institute,�NIH）

New�therapeutic�concepts�for�manage-
ment�of�cholestatic�liver�diseases
　　�Michael�Trauner� �
（Medical�University�of�Vienna）

New�paradigm�of�HCV�treatment
　　�Nezam�Afdhal� �
（Beth�Israel�Deaconess�Medical�Center）

Research�priorities�for�hepatitis�elimina-
tion
　　Stefan�Wiktor（University�of�Washington）

Recent�advances� in�clinical�research�of�
HBV�and�HCC

　　�Sang�Hoon�Ahn� �
（Yonsei�University�College�of�Medicine）

　シンポジウム「胆汁酸研究の新たな臨床展
開：自己免疫性肝疾患からウイルス肝炎，生活
習慣病まで」では，胆汁酸研究の最新の進歩と
臨床への展開に関して議論が行われ，出席者に
裨益するところ大であった．胆汁うっ滞の新た
な治療は世界的に臨床試験の段階に至ってお
り，International Session Symposium「胆汁
うっ滞の病態から新治療への展開」が企画され
た．Frank J. Gonzalez教授を交え現在までの到
達点と今後の展開について充実した議論がなさ
れた．シンポジウム「肝臓病学におけるウイル
ス肝炎診療のあゆみと今後の展望」ではウイル
ス肝炎診療学の進歩を総括し，次世代へ橋渡し
をすることが企図された．肝臓病理学，脂肪性
肝疾患，B型肝炎，自己免疫性肝疾患，薬物性
肝障害，肝炎の疫学，肝がん診療をテーマとし
た主題では，それぞれ最新のエビデンス発表を
通して，現状と今後の展望に関して闊達かつ建
設的な討論が行われた．
　第23回日本肝臓学会大会，それは真理の継承
と変化の受容が協奏して歩んできた肝臓病学の
マイルストーンを総括し，松﨑先生はじめ偉大
な先人たちが示した光輝ある道標に導かれつ
つ，肝臓生命医科学の未来を探訪する旅であっ
た．
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